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毎
年
、
市
内
の
小
学
校
５

年
生
を
対
象
に
「
と
も
に

生
き
る
」
の
感
想
文
を
募
集

し
、
表
彰
と
展
示
を
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
「
と
も
に
生
き
る
」

は
、
毎
日
の
生
活
で
心
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
感
じ
て

い
る
人
や
、
そ
の
家
族
、
ま

わ
り
で
援
助
を
し
て
い
る
人

た
ち
な
ど
の
実
話
を
基
に
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
作
成

し
た
本
で
す
。

　
感
想
文
の
募
集
は
、
相
手

の
立
場
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
心
や
「
と
も
に
生
き
る
」

こ
と
の
大
切
さ
、
勇
気
と
思

い
や
り
を
育
む
こ
と
が
目
的

で
す
。

　
審
査
員
も
感
動
す
る
ほ
ど

の
す
ば
ら
し
い
感
想
文
ば
か

り
の
中
で
、
表
１
の
10
作
品

が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
福

祉
教
育
推
進
事
業
（
市
社

会
福
祉
協
議
会
）
の
指
定
を

受
け
て
い
る
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
を

対
象
に
、「
思
い
や
り
・
や

さ
し
さ
」
を
テ
ー
マ
に
絵
画

を
募
集
し
、
表
彰
と
展
示
を

行
う
も
の
で
す
。
応
募
総
数

は
３
２
２
点
で
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
自
分

の
思
い
を
「
絵
」
に
描
く
こ

と
で
、
本
人
や
家
族
に
福
祉

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。

　
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
を

５
部
門
に
分
け
、
表
２
の
よ

う
に
そ
れ
ぞ
れ
６
作
品
ず
つ

が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
と
は
、
認
知
症
・
精
神

障
が
い
・
知
的
障
が
い
な

ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
の
金
銭
管
理

な
ど
を
手
伝
う
事
業
で
す
。

　
主
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
次

の
３
つ
で
す
。

①
日
常
的
金
銭
管
理

　
生
活
費
の
払
い
出
し
や

支
払
い
な
ど
を
し
ま
す
。

　
利
用
料
は
、
１
回
１
時

間
１
０
０
０
円
、
１
時
間

を
超
え
る
と
30
分
ご
と
に

２
５
０
円
か
か
り
ま
す
。

②
書
類
等
預
か
り
サ
ー
ビ
ス

　
通
帳
・
印
鑑
・
年
金
証

書
な
ど
の
重
要
書
類
を
大

切
に
保
管
し
ま
す
。

　
日
常
的
な
金
銭
管
理
の

預
金
通
帳
・
銀
行
印
な
ど

の
保
管
料
は
月
３
５
０

円
、
そ
れ
以
外
の
年
金
証

書
・
契
約
書
・
実
印
な
ど

は
月
２
５
０
円
で
す
。

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
の
支
払
い
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
や
解
約
を
す

る
際
の
情
報
提
供
、
利
用

や
解
約
の
手
続
き
な
ど
を

手
伝
い
ま
す
。

◇
利
用
ま
で
の
流
れ

　
相
談
を
受
け
た
ら
、
生

活
支
援
員
が
訪
問
し
ま

す
。

　
困
っ
て
い
る
こ
と
や
契

約
の
意
思
の
確
認
を
行
い

支
援
計
画
を
作
成
し
、
契

約
を
結
び
ま
す
。

◇
利
用
で
き
な
い
方

　
判
断
能
力
の
低
下
の
た

め
、
自
分
の
名
前
や
生
年

月
日
が
わ
か
ら
な
い
な

ど
、
利
用
に
必
要
な
契
約

内
容
を
理
解
で
き
な
い
人

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
場
合
は
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　 

☎
（
37
）
１
３
０
０

会
長
賞
を
受
賞
し
た

栗
田
小
百
合
さ
ん

（
赤
間
西
小
学
校
5
年
）

幼児の部　金賞
ひかり幼育園
財津 佑月さん

「ゆとり苑、みんな笑ってたよ」
小学校低学年の部　金賞
日の里西小学校　３年
永尾 優磨さん

「ひいじいちゃんと夏まつり」

小学校高学年の部　金賞
自由ヶ丘小学校　６年
古島 奈央子さん

「坂道で荷物を持つ私」

高校生の部　金賞
宗像高等学校　２年
大神 春架さん

「小さな親切 思いやりの気持ち」

中学生の部　金賞
日の里中学校　２年
土井 光太郎さん
「『気づく』こと」

福祉の心
  ここに !!

福
祉
教
育
読
本

「
と
も
に
生
き
る
」
感
想
文

｢ともに生きる」感想文 　受賞者（表1）

福祉絵画コンクール　受賞者（表２）

「
思
い
や
り
・
や
さ
し
さ
」

た
だ
よ
う
力
作
ば
か
り　

〜
福
祉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
〜

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

11
月
３
日
、
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

で
開
催
さ
れ
た
「
第
７
回
子
ど
も

ま
つ
り
」
で
、福
祉
教
育
読
本
「
と

も
に
生
き
る
」
感
想
文
と
福
祉
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
と
作
品

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

賞 学校名 氏名

会長賞 赤間西小学校 栗田 小百合

金賞 河東西小学校 久原 志穂

金賞 赤間小学校 升野 日花里

銀賞 日の里西小学校 栗山 侑子

銀賞 赤間小学校 佐々木 貴房

銀賞 河東小学校 神田 太一

銅賞 自由ヶ丘南小学校 水谷 彩乃

銅賞 玄海東小学校 横山 大史郎

銅賞 南郷小学校 髙丘　隼

銅賞 自由ヶ丘小学校 廣重 采芽

部 賞 学校名等 学年等 氏名

幼児の部

金賞 ひかり幼育園 3歳児 財津 佑月
銀賞 ひかり幼育園 5歳児 中原 実利
銀賞 野ばら保育園 4歳児 宮原 千賀
銅賞 ひかり幼育園 3歳児 野田 隆史
銅賞 野ばら保育園 5歳児 古川 はな
銅賞 ひかり幼育園 4歳児 村尾 怜真

小学校
低学年の部

金賞 日の里西小学校 3年 永尾 優磨
銀賞 自由ヶ丘小学校 2年 河合 千広
銀賞 東郷小学校 2年 柳瀬 梨江
銅賞 自由ヶ丘小学校 3年 森崎　萌
銅賞 東郷小学校 1年 田代 水葵
銅賞 自由ヶ丘小学校 3年 合原 涼音

小学校
高学年の部

金賞 自由ヶ丘小学校 6年 古島 奈央子
銀賞 吉武小学校 6年 藤井 朋美
銀賞 吉武小学校 6年 白木 あかり
銅賞 自由ヶ丘小学校 4年 伊東 奏
銅賞 自由ヶ丘小学校 6年 中野 有佳子
銅賞 吉武小学校 6年 大和 榛菜

中学生の部

金賞 日の里中学校 2年 土井 光太郎
銀賞 大島中学校 1年 遠藤 克国
銀賞 大島中学校 1年 田志 賢人
銅賞 日の里中学校 3年 吉田 美捺
銅賞 日の里中学校 3年 壇　朗子
銅賞 日の里中学校 2年 藤本 捺紬美

高校生の部

金賞 宗像高等学校 2年 大神 春架
銀賞 宗像高等学校 2年 中村 美佐枝
銀賞 東海大学付属第五高等学校 1年 橋本 保子
銅賞 宗像高等学校 2年 柿原 知加
銅賞 東海大学付属第五高等学校 1年 倉橋 美帆

今年も武蔵川部屋から寄付
　九州場所では、恒例になっ
た武蔵川部屋（元横綱三重ノ
海親方）の巡業部屋が光岡に
たちました。
　今年も 11月 6日に武蔵川
親方から「青少年の健全育成
に役立てて欲しい」とチャリ
ティイベント益金 20万円を
いただきました。
　この益金は、11 月 3 日に
トリアーダ宗像で行われた武
蔵川部屋のお相撲さんたちに
よる「ちゃんこ鍋」や「餅つ
き大会」などで得た収益です。
　本会では、寄付の趣旨に沿
うように、福祉教育セミナー
やジュニアボランティアス
クールなどに、有効に使わせ
ていただきます。
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☎
（
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６
０
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☎
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

(

故)

頼
田
ト
ミ
子 

（
田
熊
）

占
部
京
子     

 （
吉
留
）

春
田
哲
男     

 （
徳
重
）

(

故)

天
野
廣
枝  

 （
田
熊
）

中
西
夕
几      

（
田
久
）

加
納
由
美
子  

（
日
の
里
）

中
村
昭
夫     

 （
原
町
）

(

故)

吉
田
マ
サ
ヱ (

青
葉
台)

(

故)

古
賀
フ
キ
ヱ(

自
由
ヶ
丘)

(

故)

武
田
龍
寿   

（
田
熊
）

(

故)

井
下
重
善  

 （
地
島
）

(

故)

川
島
利
徳 (

自
由
ヶ
丘)

(

故)

田
中
晶
子   

（
赤
間
）

(

故)

門
田
光
子 

  （
土
穴
）

(

故)

山
下
武
久 

（
桜
美
台
）

(

故)

田
中
守
三   

（
多
礼
）

豊
福
利
勝      

（
大
島
）

(

故)

福
田
ヲ
シ
ヅ 

（
東
郷
）

(

故)

大
嶋
勝
代 

（
大
島
）

安
部
暁
昇    

  （
地
島
）

髙
山
重
徳     

 （
吉
留
）

(

故)

祝
原
喜
重  

 （
神
湊
）

(

故)

八
尋
隆
則  

 （
鐘
崎
）

(

故)

安
部
熊
市  

 （
池
浦
）

(

故)

梶
原
美
音
子 

（
稲
元
）

今
村
清
志   

 （
日
の
里
）

真
鍋
忍       

 （
大
島
）

平
成
20
年
月
10
月
31
日
受
付
分
ま
で

寄
付

あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

第
一
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

☎
（
37
）
４
１
０
０

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
37
）
４
１
０
１

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

(

故)

占
部
ミ
チ
エ

(

故)

小
樋
耕
造 

  （
大
井
）

花
田
順
一     

 （
山
田
）

(

故)

赤
田
一
雄  

 （
土
穴
）

(

故)

黒
石
ト
モ
子 

（
江
口
）

(

故)

波
多
江
弘
準 (

日
の
里)

(

故)

永
田
八
重
乃 (

冨
地
原)

(

故)

浦
田
喜
美
子 

（
大
井
台
）

(

故)

縄
田
松
太
郎 

（
鐘
崎
）

い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
研
修
会

今
年
も
あ
り
が
と
う

　
　
　
「
リ
ン
ド
ウ
の
花
」

み
ん
な
の
知
恵
と
力
で
、
明
る
く
元
気
な
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

　

9
月
10
日
、「
い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
介
護
予
防
い
き
い
き
交

流
会
事
業
）
研
修
会
」
を
中
央
公
民
館
で
開
催
。
福
祉
会
や
民
生
委
員
な
ど

１
９
７
人
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
地
域
で
行
っ
て
い
る
サ
ロ
ン
活
動
の
内
容
の

充
実
を
図
る
た
め
の
学
習
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

山
本
主
税
さ
ん

春
田
智
明
さ
ん

　
今
回
の
研
修
会
は
、
二
部

構
成
で
行
い
、
第
一
部
は
、

長
崎
国
際
大
学
教
授
・
山
本

主
税
さ
ん
が
「
み
ん
な
の

知
恵
と
力
で
、
明
る
く
元
気

な
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　
講
演
で
は
、『「
福
祉
」
と

は
幸
せ
の
意
味
が
あ
り
、
人

は
幸
せ
に
生
き
る
権
利
を

持
っ
て
い
ま
す
』
と
い
っ
た

基
本
的
な
話
か
ら
、『
地
域

の
連
帯
感
が
薄
れ
て
い
る

今
、
も
う
一
度
連
帯
感
や
地

域
へ
の
愛
着
を
取
り
戻
す
た

め
に
サ
ロ
ン
活
動
が
重
要
な

　
大
島
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
、
岩
手
県
福
岡
事
務
所
か

ら
リ
ン
ド
ウ
の
花
が
届
き
ま

し
た
。
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
大

島
は
、
九
州
で
数
少
な
い
岩

手
県
ゆ
か
り
の
地
で
す
。

　
奥
州
の
豪
族
安
倍
宗
任

（
あ
べ
の
む
ね
と
う
）
が
、

前
九
年
の
役
に
敗
れ
、
当
時

朝
廷
と
関
係
の
深
か
っ
た
宗

像
氏
の
管
領
で
あ
る
大
島
に

流
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
こ

の
地
に
は
、
安
倍
宗
任
が
開

い
た
と
さ
れ
る
お
寺
（
安
昌

院
）
と
そ
の
墓
碑
が
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
縁
で
、
同
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
に

敬
老
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
、
リ
ン
ド
ウ
日
本
一
の

産
地
岩
手
県
か
ら
こ
の
花
が

贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま

す
。

●
時
間

　
午
後
1
時
〜
同
4
時

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー

　
12
月
27
日(

土)

の
同
セ
ン
タ
ー
業
務
は
休
業
し
ま

す
。
年
明
け
は
1
月
5
日(

月)

か
ら
通
常
業
務
を
始

め
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
こ
ど
も
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
の
ぞ

み
園
」
の
改
築
工
事
に
と
も
な
い
、
当

面
の
間
、
開
館
は
下
表
の
と
お
り
市
民

活
動
交
流
館
（
メ
イ
ト
ム
宗
像
）
内
で

行
い
ま
す
。

　●
時
間
　
午
後
２
時
〜
同
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ
ン
タ
ー

　
敬
愛
と
長
寿
を
祈
念
し

て
、
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に

手
渡
さ
れ
た
花
束
。
花
も
ち

が
よ
い
リ
ン
ド
ウ
の
よ
う

に
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

い
て
く
だ
さ
い
」
の
思
い
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
ひ
と
と

き
で
し
た
。

役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
』
と
い
っ
た

サ
ロ
ン
活
動
の
必

要
性
な
ど
を
わ
か

り
や
す
く
、
ユ
ー

モ
ア
を
ま
じ
え
て

話
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

実
践
で
は
、
福
岡
県

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
常
務
理
事
・

春
田
智
明
さ
ん
が
「
笑
顔
の

サ
ロ
ン
レ
ク
」
を
テ
ー
マ
に

行
い
ま
し
た
。

　「
声
を
出
し
、
手
指
を
動

か
す
こ
と
は
脳
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
」
と

効
果
に
つ
い

て
話
を
し
た

う
え
で
、
誰
も

が
知
っ
て
い
る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
に

工
夫
を
取
り
入

れ
、
楽
し
く
、

み
ん
な
が
笑
顔

に
な
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を

習
い
ま
し
た
。

　
地
域
に
住
む

み
ん
な
が
、
知

恵
と
力
を
出
し

あ
い
、
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
性
を
再
確
認
し
た

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
１
日
か
ら
「
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
」
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の

テ
レ
ビ
放
送
で
、
募
金
協

力
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
募
金
は
、「
新
た

な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
」
と
の
目
的
で
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
協
力

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
み
な
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
募
金
は
、
低

所
得
世
帯
や
地
区
福
祉

会
、
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
・
サ
ロ
ン
な
ど

に
配
分
し
、
有
効
に
活
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
年
末
の
何
か
と
出
費
の

多
い
時
期
で
す
が
、
今
年

も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
あ
う

　

あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り

今
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
日
と
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン

お
も
ち
ゃ
図
書
館
に

　
　

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
じ
ま
る

休
業
の
お
知
ら
せ

12／ 17 朗読を始めてみませんか

【アドバイザー相談日】

【おしゃべりサロンのテーマ】

相談日 内　容 アドバイザー

12／ 3 施設訪問 山之口フヂ子

 10    点　訳 石津　朝子

17     朗　読 西田　和子

配分金による子育てサークル ちびっこ
探てい団「みんなで誕生会事業」の様子

●サロン活動とは
　いきいき・ふれあいサロンは、地域の福
祉会が中心となって、その地域の高齢者な
どが歩いて行ける場所（公民館など）に集
まり、健康チェックや会食会、運動などを
行い、仲間づくりや閉じこもり予防を目的
として実施しています。平成18年度の介
護保険制度の改正で、このサロン活動に介
護予防の目的を加え、「介護予防いきいき
交流会事業」として取り組んでいます。平
成 19年度は、市内 70カ所で、３９４回
行われました。

開館日 開館場所

12/ 4（木） １０３会議室

12/13（土） 健診室

平成21年 1/ 1（木） 休　館

　　　　  1/10（土） 健診室


